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ま
ち
か
ら
の
お
知
ら
せ

１　

趣
旨

⑴
町
民
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め

る
。

⑵
応
募
作
品
の
展
示
や
発
表
を
通
し
て
、
町

　

民
へ
の
人
権
啓
発
を
図
る
。

２　

主
催

　

氷
川
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

３　

対
象

⑴
児
童
・
生
徒
の
部

　

氷
川
町
内
の
小
・
中
学
校
に
通
学
し　

て

い
る
方

⑵
一
般
の
部

　

⑴
を
除
く
氷
川
町
に
お
住
ま
い　

の
方

４　

周
知

　

児
童
・
生
徒
の
部
は
、
各
学
校
へ
募
集
案

内
に
よ
り
周
知
。

　

一
般
の
部
は
、
町
広
報
誌
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
。

５　

応
募
部
門

　

人
権
に
関
す
る
作
品
で
未
発
表
の
も
の
、

一
人
各
部
門
を
通
じ
て
１
点
の
み
に
限
る

６　

作
品
の
内
容

　

人
権
に
関
す
る
内
容

⑴
部
落
差
別
と
人
権
、
子
ど
も
と
人
権
、
障

　

が
い
者
と
人
権
、
高
齢
者
と
人
権
、
女
性

　

と
人
権
、
い
じ
め
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　

な
人
権
問
題

⑵
命
の
尊
さ
や
大
切
さ
（
戦
争
と
平
和
、
環

　

境
な
ど
）

⑶
く
ら
し
や
身
の
回
り
の
体
験
や
出
来
事　

　
（
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
こ
と
な
ど
）

⑷
自
分
の
進
路
、
生
き
方

⑸
男
女
で
築
く
豊
か
な
社
会

⑹
そ
の
他

７　

応
募
期
限
と
提
出
先

　

締
切
日　

９
月
９
日
㈮  

※
厳
守
の
こ
と

　

提
出
先　

氷
川
町
役
場 

総
務
財
政
課 
行
政
係

８　

審
査

⑴
各
部
門
か
ら
各
学
年
・
一
般
３
点
ず
つ
選

　

出
し
、
入
選
作
品
と
す
る
。

　
（
た
だ
し
、
入
選
作
品
が
な
い
場
合
も
あ

　

り
ま
す
。）

⑵
入
選
作
品
か
ら
各
部
門
ご
と
各
学
年
・
一

　

般
１
点
を
優
秀
作
品
と
し
て
選
出
し
、
残

　

り
の
作
品
を
佳
作
と
す
る
。

⑶
優
秀
作
品
者
に
は
、
記
念
品
を
贈
り
表
彰

す
る
。

平
成
23
年
度

『
氷
川
町
人
権
作
品
』応
募
実
施
要
項

③
ポ
ス
タ
ー

②
書
道

①
標
語

四
つ
切
り
サ
イ
ズ

「
じ
ん
け
ん
」「
人
権
」「
人
権

啓
発
」な
ど（
必
ず
清
書
用
紙
）

「
差
別
を
な
く
そ
う
」
な
ど

（
必
ず
小
型
条
副
用
紙
）

※
テ
ー
マ
は
人
権
に
関
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
可

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
記
入

⑷
全
応
募
者
に
参
加
賞
を
贈
呈
す
る
。

　
（
た
だ
し
、
こ
の
応
募
実
施
要
項
を
満
た

　

す
応
募
者
に
限
る
。）

⑸
原
則
と
し
て
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

　

ん
。
た
だ
し
、
学
校
を
経
由
し
て
応
募
さ

　

れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
経
由
し

　

て
年
度
末
ま
で
に
返
却
し
ま
す
。

９　

作
品
の
発
表
お
よ
び
使
用

　

入
選
作
品
は
、
左
記
の
と
お
り
、
人
権
啓

発
に
関
す
る
広
報
等
に
お
い
て
、
発
表
お
よ

び
使
用
し
ま
す
。

⑴
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
各
小
中
学
校
お
よ
び
人
権
啓
発
講
演
会
会

　

場
な
ど
で
の
展
示

※
な
お
、
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。
発
表
お
よ
び
使
用
す
る
際

に
原
案
を
編
集
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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作
品
の
応
募
に
つ
い
て

《
児
童
・
生
徒
の
部
》

　

人
権
教
育
主
任（
担
当
）の
先
生
は
、
左
記

の
点
に
注
意
し
、
各
学
校
ご
と
に
ま
と
め
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
応
募
方
法

・
標
語
・
書
道
作
品
に
は
、
必
ず
学
校
名
・

　

学
年
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ポ
ス
タ
ー
作
品
に
は
、
必
ず
別
紙
の
名
札

　

を
裏
面
右
下
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
は
提
出
さ
れ
た
名
簿
の
表
記
で
発
表

し
ま
す
。

・
別
紙
の「
応
募
作
品
数
」・「
応
募
者
名
簿
」

　

を
作
成
し
、
作
品
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

⑵
注
意
事
項

・
氏
名
を
発
表
す
る
た
め
、
匿
名
・
仮
名
作

　

品
は
認
め
な
い
。

・
作
品
に
つ
い
て
は
人
権
を
侵
さ
な
い
よ
う

　

に
配
慮
し
、
提
出
前
に
学
校
内
で
十
分
確

　

認
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
推
敲

　

お
よ
び
清
書
し
、
そ
の
ま
ま
載
せ
て
よ
い

　

状
態
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

《
一
般
の
部
》

⑴
応
募
方
法

・
作
品
に
は
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

　

標
語
・
書
道
作
品
の
場
合
は
、
表
面
に
、

　

ポ
ス
タ
ー
作
品
の
場
合
は
、
裏
面
に
記
入

　

す
る
こ
と
。

※
氏
名
は
提
出
さ
れ
た
表
記
で
発
表
し
ま
す
。

⑵
注
意
事
項

・
氏
名
を
発
表
す
る
た
め
、
匿
名
・
仮
名
作

　

品
は
認
め
な
い
。

・
作
品
に
つ
い
て
は
人
権
を
侵
さ
な
い
よ
う

　

に
配
慮
し
、
確
認
の
上
、
推
敲
お
よ
び
清

　

書
し
、
そ
の
ま
ま
載
せ
て
よ
い
状
態
で
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

氷
川
町
役
場 

総
務
財
政
課 

行
政
係

　

☎
52―

７
１
１
１

　

近
年
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、
本
町

農
業
経
営
の
安
定
と
産
地
体
制
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
元
気
を
取
り
戻
し
、
活
性
化

を
促
し
、
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
す
平
成
23

年
度
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
事
業
を
実
施
希
望
さ

れ
る
方
は
８
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
先
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
各

申
し
込
み
先
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

〈
事
業
対
象
者
〉

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
と
し
ま

す
。

・
認
定
農
業
者
、
ま
た
は
認
定
志
向
農
家
で

　

あ
る
こ
と
。

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
の
農
業
者
で
組
織

　

す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

〈
事
業
メ
ニ
ュ
ー
〉

　

今
回
募
集
す
る
事
業
メ
ニ
ュ
ー
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
補
助
率
は
、
事
業
費
の
３
分

の
１
以
内
で
す
。

①
い
ち
ご
優
良
品
種
早
期
産
地
化
対
策
事
業

　

い
ち
ご
の
産
地
に
と
っ
て
気
候
温
暖
化
な

ど
生
産
条
件
の
厳
し
さ
は
も
と
よ
り
、
産
地

間
競
争
が
益
々
激
化
し
て
い
る
状
況
下
で
、

氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
の

募
集
に
つ
い
て

産
地
と
し
て
維
持
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、

高
品
質
い
ち
ご
の
生
産
体
制
の
整
備
に
よ
る

園
芸
産
地
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
技
術
や
品
種
の
導
入
な
ど

に
伴
う
設
備
の
整
備
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

②
露
地
野
菜
根
こ
ぶ
病
対
策
事
業

　

い
草
か
ら
の
転
換
で
全
町
的
に
露
地
野
菜

の
作
付
が
増
加
し
て
い
る
中
、
近
年
、
ア
ブ

ラ
ナ
科
野
菜
の
重
要
病
害
発
生
率
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
各
農
家
で
も
様
々
な
対
応
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
発
生
を
抑
制
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
品
質
向
上
と
生
産
の
安
定
化
を

目
指
す
た
め
、
発
生
率
の
高
い
根
こ
ぶ
病
を

抑
制
す
る
資
材
導
入
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

③
吉
野
梨
優
良
品
種
早
期
産
地
化
対
策
事
業

　

吉
野
梨
は
、
近
年
の
温
暖
化
等
の
異
常
気

象
に
よ
り
原
因
不
明
の
発
芽
不
良
や
「
豊
水
」

や
「
新
高
」
の
ヤ
ケ
果
・
ミ
ツ
症
が
多
く
発

生
し
、
品
質
お
よ
び
商
品
化
率
の
低
下
を
招

い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
原
因
不
明
の
発
芽
不
良
対
策
と

し
て
発
生
樹
の
改
植
と
併
せ
て
、
優
良
品
種

「
秋
麗
」
へ
の
高
接
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
早
期
産
地
化
が
確
立
さ
れ
、
農
家
所
得

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

④
柑
橘
類
優
良
品
種
早
期
産
地
化
対
策
事
業

　

温
州
み
か
ん
は
、
極
早
生
品
種
を
中
心
に

高
品
質
果
実
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
よ
い
柑
橘
産
地
を
目
指
し
、
早
急
に
極
早

生
温
州
み
か
ん
や
中
晩
柑
の
優
良
品
種
に
よ

る
産
地
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
品
質
で
需
要
の
高
い
極
早
生

温
州
み
か
ん
や
中
晩
柑
の
優
良
品
種
へ
の
改

植
や
新
植
を
推
進
し
、
早
期
産
地
化
と
農
家

所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◎
お
申
し
込
み
先

　

Ｊ
Ａ
の
各
生
産
部
会
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方

→
各
Ｊ
Ａ
部
会
事
務
局
へ
申
し
込
み

　

Ｊ
Ａ
の
各
生
産
部
会
へ
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方

→
氷
川
町
役
場 

農
業
振
興
課
へ
申
し

込
み

お問い合わせ先　氷川町役場 農業振興課　☎５２―５８５４

事業区分 事業内容 補助対象資材 採択基準

いちご優良品
種早期産地化
対策事業

簡 易 育 苗 ベ ン
チ 施 設 導 入 に
要 す る 経 費 に
対する補助

エキスパンドメタル 本圃面積 10a 分以下 / 戸
（育苗面積 180㎡ /10a）

露地野菜根こ
ぶ病対策事業

定 植 前 の 土 壌
消 毒 剤 に 対 す
る補助

オラクル粉剤・顆
粒水和剤、フロン
サイド SC

本圃面積100a以下/戸
た だし 、栽 培 面 積 が
200aを越える場合は面
積の半分以下とする。
※対象資材の購入証明
書が必要です。

吉野梨優良品
種早期産地化
対策事業

新 植 等 及 び 高
接 ぎ に 要 す る
経 費 に 対 す る
補助

⑴新植等
　苗木、ようりん、
　苦土石灰、堆肥
⑵高接ぎ
　穂木、シーバルS、
　メデール、癒合剤

高接ぎ：10a以下/戸
新植等：苗木数10以
上100本以下/戸
対象品種：秋麗・あき
づき

柑橘類優良品
種早期産地化
対策事業

新 植 等 に 要 す
る 経 費 に 対 す
る補助

苗木、ようりん、
苦土石灰、堆肥

苗木数10以上100本
以下/戸
対象品種：
肥のあかり、肥のあすか、
肥の豊、M-16

＜事業内容＞

ま
ち
か
ら
の
お
知
ら
せ


